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はじめに
この「設定説明書」は、デジタルサイネージ プレーヤー
VSP-NS7 を使用したシステムの導入時に必要な設置および
設定の操作を説明しています。設置時にはVSP-NS7 の取扱
説明書もあわせてお読みください。

設置・設定操作の流れ
次の図は、設置・設定操作の流れを表したものです。
設置環境によっては、一部の設定は設置前に行う必要があ
りますのでご注意ください。

システム導入時に必要な設定
VSP-NS7 （以降、このマニュアルでは、「プレーヤー」と
呼びます）を使用するために必要な設定は、すべてデジタ
ルサイネージ マネジメント ソフトウェアVSPA-D7 をイン
ストールしたパーソナルコンピューター（PC）を使用して
行います。

プレーヤーの設定を行う際に、VSPA-D7 では運用に必要な
データを保存します。設定は、必ず運用に使用する PCで
行ってください。

システム導入時には、次の設定を行います。

Internet Explorer の設定の確認・変更
VSPA-D7 は Internet Explorer の設定を使用し、LANなど
のネットワークを介して各プレーヤーと通信を行います。
VSPA-D7 を使用するPCが接続されているネットワークで
通信にプロキシサーバーを使用することになっている場合
は、プレーヤーとの通信にはプロキシサーバーを使用しな
いように最初に設定します。

VSPA-D7上で行う設定
設定項目は、種類別にウィンドウに分かれて表示されます。
VSPA-D7 をインストール後に初めて起動すると、システム
を使用するのに不可欠な項目があるシステム設定ウィンド
ウからVSP-NS7 機器設定ウィンドウまでが、自動的に連続
して表示されます。この設定説明書をお読みになり、必要
な設定を行ってください。

システム全体に関する設定
システム設定ウィンドウには、VSPA-D7 で管理するコンテ
ンツやスケジュール、設定値などの保存場所、プレーヤー
の運用時間、プレーヤーの時計をVSPA-D7 が動作してい
る PCに常に合わせるようにするかなど、システム全体に
関係する設定項目があります。

プレーヤーのアドレスの設定と登録
プレーヤーは、VSPA-D7 から随時送られてくるコンテンツ
や再生スケジュールなどのデータを、インターネットや
LANなどのネットワークを介して受け取ります。
このため、VSP-NS7 機器設定ウィンドウでプレーヤーに固
定の IP アドレスを設定する必要があります。複数のプレー
ヤーをお使いの場合は、各プレーヤーに異なる IP アドレス
を設定します。
また、個々のプレーヤーの名称と使用解像度を、設定した
IP アドレスとともにVSPA-D7 に登録します。

使用する素材の選択、
オプション設定、
標準の表示レイアウト設定を行う

グループを作成する 

グループにVSP-NS7を登録する

作成するグループ
の数だけ繰り返す

設定値をVSP-NS7に送信する
（16ページ参照）

使用する機器の
台数分繰り返す

VSP-NS7を設置し、接続を行う
（11ページ参照）

VSP-NS7にアドレスを設定し、
VSPA-D7 に登録する（8ページ参照）

必要に応じて
使用する機器の
台数分繰り返す

VSPA-D7 を起動し、
システム設定を行う（6ページ参照）

PCの Internet Explorer の設定を
確認・変更する
（5ページ参照）

この部分の設定操作
についてはVSPA-
D7 の取扱説明書を
ご覧ください。

VSP-NS7に関する設定を行う
（12ページ参照）

● 詳細設定 
● ディスプレイの登録

ご注意
はじめに



アドレスの設定とプレーヤーの登録は、VSPA-D7 が動作し
ている PCが接続されているネットワークにプレーヤーを
接続し、プレーヤーを自動検出させることで実行できます。
プレーヤーの運用時にVSPA-D7 が動作している PCが接続
されているものとは異なるネットワーク（セグメント）に
接続する場合は、プレーヤーの設置前に設定を行う必要が
ありますのでご注意ください。

プレーヤーに関する設定
プレーヤーを実際に使用する場所に設置した後、VSP-NS7
機器設定ウィンドウで、音量や設置場所のタイムゾーン、
夏時間の有無などを設定することができます。
ネットワーク経由で制御するディスプレイをお使いの場合
は、ここで各プレーヤーで制御するディスプレイの登録も
行います。

プレーヤーに関する設定が完了したら、このウィンドウか
ら設定データをプレーヤーに送信し、設定します。

その他の設定
その他、「設置・設定操作の流れ」で灰色で表示されている
部分の設定は、システムの運用を開始した後で行うことも
できます。

◆ この部分の設定操作については、VSPA-D7 の取扱説明書をお
読みください。

各設定ウィンドウは、VSPA-D7 のメインのウィンドウの左
端に表示されるオペレーションガイドのボタンに対応して
おり、運用を始めた後でも設定を追加、変更することがで
きます。設定ウィンドウに対応するボタンが表示されてい
ない場合は、  をクリックして、ボタンを表示させ
てください。

設置前に行う設定

Internet Explorer の設定の確認・変
更
プレーヤーとの通信を行う際、VSPA-D7 も VSPA-M7 も
Webブラウザー（Internet Explorer）の設定を使用しま
す。以下の 2点の設定を行ってください。
• LANを使用してインターネットに接続する
• プレーヤーとの通信にはプロキシサーバーを使用しない

下記の手順に表示されている画像は、Internet Explorer
バージョン 7.0 のものです。他のバージョンの場合でも、
同様に操作を行ってください。

1 Web ブラウザー（Internet Explorer）を起動する。

Internet Explorer のウィンドウが表示されます。

2 メニューバーの［ツール］をクリックし、表示される
メニューの［インターネットオプション］をクリック
する。

インターネットオプションウィンドウが表示されます。

3 接続パネルをクリックする。

以下のウィンドウが表示されます。

4 ［LANの設定］をクリックする。

ローカルエリアネットワーク（LAN）の設定ウィンド
ウが表示されます。

ご注意

ご注意

［接続］をク
リックする
設置前に行う設定 5
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5 ローカルエリアネットワーク(LAN)の設定ウィンドウで
以下の設定を行います。

接続しているネットワークでプロキシサーバーを使用
しない場合は

インターネットオプションウィンドウに戻ったら、手
順 8に進んでください。

接続しているネットワークでプロキシサーバーを使用
している場合は

プロキシの設定ウィンドウが表示されます。

6 プロキシの設定ウィンドウでは、次の操作を行う。

7 ローカルエリアネットワーク(LAN)の設定ウィンドウで
［OK］をクリックする。

インターネットオプションウィンドウに戻ります。

8 インターネットオプションウィンドウで［OK］をク
リックする。

システム全体に関する設定を行う
初めに、VSPA-D7 で管理するコンテンツやスケジュール、
設定値などの保存場所、使用するプレーヤーの運用時間、
プレーヤーの時計をVSPA-D7 が動作している PCに常に合
わせるようにするかなど、システム全体に関係する設定を、
システム設定ウィンドウで行います。
システム設定ウィンドウは、VSPA-D7 をインストール後に
最初に起動すると、自動的に表示されます。

PCのデスクトップにあるVSPA-D7 のショートカットをダ
ブルクリックして、VSPA-D7 を起動する。

下記のようにVSPA-D7 のメインウィンドウが表示されま
す。

1すべての項目のチェックマークを
クリアする

2［OK］ボタンをクリックする

1チェックマークをクリアする

2チェックマークをつける

3ネットワーク管理者の指示に
従って設定する

4［詳細設定］を
クリックする

1「次で始まるアドレスにはプロキシを使用しない」に、
プレーヤーに設定する IP アドレスすべてを；（セミコ
ロン）で区切って入力する
（＊（アスタリスク）を使用することで、連続した IP
アドレスをまとめて指定することができます。この例
では、192.168.1.1 ～ 192.168.1.254 までが指
定されています。）

2［OK］をクリックする
設置前に
行う設定



設定の手順
下記の図は、最初にVSPA-D7 のメインウィンドウに表示
されるシステム設定ウィンドウです。

1 必要に応じて設定を変更する。

設定項目についてくわしくは、下の「システム設定
ウィンドウの設定項目」をご覧ください。

2 ［OK］をクリックする。

システム設定ウィンドウが閉じます。
VSP-NS7 機器設定ウィンドウでの設定を行っていない
場合には、自動的にウィンドウが表示されます。

VSP-NS7 運用時間やVSP-NS7 時間合わせを変更した
場合は、プレーヤーに設定データを送信する必要があ
ります。「設定データをプレーヤーに送信する」 （16
ページ）をお読みになり、VSP-NS7 機器設定ウィンド
ウから送信を行ってください。

システム設定ウィンドウの設定項目

VSPA-D7データベース管理フォルダ
素材や再生スケジュール、設定データを保存するフォルダ
を指定します。データは、ここで指定したフォルダに自動
的に作成されるVspaData フォルダに、種類ごとに分かれ
て保存されます。
通常は設定を変更する必要はありません。

VSP-NS7運用時間
プレーヤーの日々の運用時間を指定します。
スケジュール再生を行う時間帯、およびVSPA-D7 から
データが配信される時間帯を考慮して設定してください。
プレーヤーは、指定した開始時間に運用が開始できるよう
に起動を開始しますが、万一、指定した時間までに準備が
整わないような場合は、開始時間を少し前に設定してくだ
さい。

VSP-NS7時間合わせ： この PCの時間に同期させる
チェックボックスにチェックマークをつけることによって、
システム内のすべてのプレーヤーの時計をVSPA-D7 が動
作している PCに自動的に合わせることができます。
プレーヤーの時刻を時刻合わせの基準となるコンピュー
ター（NTPサーバー）に個別に合わせる場合は、ここに
チェックマークをつけずにVSP-NS7 機器設定ウィンドウの
詳細設定でNTPサーバーを指定してください。

プレーヤーの時計をVSPA-D7 が動作している PCに合わせ
て運用する場合には、その PCには固定の IP アドレスを設
定してください。プレーヤーは、時刻合わせの際にポート
123 を使用して PCにアクセスします。このため、PCで
ファイアウォールを使用している場合には、ポート 123 の
受信を許可する必要があります。プレーヤーが運用されて
いる時間は PCの電源をオフにせず、スタンバイ（省電力）
モードにならないようご注意ください。
また、正確な時刻にしたがって運用するためには、PCの時
刻をNTPサーバーに同期させるか、定期的に手動で時刻
を合わせる必要があります。手動での時刻合わせは、
Windows のコントロールパネルにある日付と時刻アイコン
をダブルクリックし、日付と時刻のプロパティウィンドウ
で行います。
手動での PCの時刻合わせは、プレーヤーの運用時間を避
けて実行してください。プレーヤーは起動時に時計を合わ
せますが、起動したあとは時計は徐々にしか調整できませ
ん。

ご注意

ご注意
設置前に行う設定 7
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プレーヤーへのアドレス設定と
VSPA-D7への登録を行う
VSPA-D7 をインストールした PCが接続されているネット
ワークにプレーヤーを接続し、アドレスの設定を行います。
また、プレーヤーの名称と使用解像度を、設定した IP アド
レスとともにVSPA-D7 に登録します。
プレーヤーを運用する場所が離れていて、VSPA-D7 をイン
ストールした PCとは別のネットワークで使用する場合は、
運用する場所にプレーヤーを運ぶ前にこの作業を行う必要
がありますのでご注意ください。

アドレス設定と登録の手順

接続する
アドレスの設定時、VSPA-D7 は UDP2380 ポートを使用し
た通信でネットワーク上のプレーヤーを自動検出します。
VSPA-D7 が動作している PCが接続されているネットワー
クにプレーヤーを 1台ずつ接続してください。
また、接続したプレーヤーの 端子にRGBケーブルで
ディスプレイを接続し、電源ケーブルを接続して電源を入
れてください。

プレーヤーは、電源が供給されると自動的に起動します。

• プレーヤーにはすべて、工場出荷時に「192.168.0.1」とい
う同じ IP アドレスが初期設定されています。このため、
プレーヤーを接続するネットワーク上にすでに
「192.168.0.1」という IP アドレスを持つ機器があると、そ
の機器が正しく動作しませんので、ご注意ください。
プレーヤーにアドレスを設定する作業を行う間だけその
機器の電源をオフにしておいてください。

• プレーヤーを起動するためには、ディスプレイとプレー
ヤーの 端子をRGBケーブルで接続する必要がありま
す。

アドレスを設定する

• 各プレーヤーの IP アドレスは、重複しないように設定し
てください。

• VSPA-D7が動作しているPCとプレーヤーがインターネッ
トを経由してデータを送受信するシステム構成となる場
合は、各プレーヤーにグローバル IP アドレスを使用する
必要があります。
PCとプレーヤーが LANのみで接続されている場合は、
プライベートの IP アドレスも使用できます。

使用するアドレスについては、ネットワークの管理者に
ご相談ください。

1 VSP-NS7 機器設定ウィンドウが表示されていない場合
は、VSPA-D7 のメインウィンドウ左側にあるオペレー
ションガイド部分で、 をクリックする。

下記のウィンドウが表示されます。

2 ［はい］をクリックする。

VSPA-D7 はネットワーク上のプレーヤーの自動検出を
行います。検出されたプレーヤーには、機器のシリア
ル番号が入った名称が自動的に割り当てられ、VSP-
NS7 機器設定ウィンドウに表示されます。

お使いになっているネットワークでUDP2380 ポートを
使用した通信ができない場合は、プレーヤーが自動検
出されません。
そのような場合は、「プレーヤーが自動検出されない場
合は」 （10 ページ）をお読みになり、プレーヤーを
VSPA-D7 が動作している PCに接続してアドレスを設
定してください。

3 検出されたプレーヤーをリスト上で選択し、［ネット
ワーク設定］をクリックする。

ネットワーク設定ウィンドウが表示されます。

ご注意

ご注意

ご注意
設置前に行う設定



4 「次のアドレスを使う」の下にある IP アドレステキスト
ボックスに、選択しているプレーヤーに設定する IP ア
ドレスを入力する。また、サブネットマスクテキスト
ボックスに設置環境に応じた値を入力する。

5 プレーヤーが運用時に使用するデフォルトゲートウェ
イのアドレスを、該当するテキストボックスに入力す
る。

6 DNSサーバーを使用する場合は、「次のDNSサーバーの
アドレスを使う」の下にある優先DNS サーバーおよび
代替DNS サーバーテキストボックスに、運用時に接続
するネットワークに設定されているDNS サーバーの
IP アドレスを入力し、［OK］をクリックする。

DNS サーバーを使用しない場合は、2つのテキスト
ボックスを空のままにして、［OK］をクリックする。
Webページを素材として再生に使用しない場合は、
DNS サーバーのアドレスは設定しなくてもかまいませ
ん。

指定したアドレスがプレーヤーに設定され、VSP-NS7
機器設定ウィンドウに設定した IP アドレスが表示され
ます。
下の例は、192.168.1.1 という IP アドレスをプレーヤー
「NS7-10001」に設定したところです。

プレーヤーにアドレスを設定する際に、プレーヤーの
再起動が行われる場合があります。表示されるメッ
セージをお読みください。

ネットワーク設定ウィンドウで［最後の設定を読み込
む］をクリックすると、最後に設定を行ったときの設
定値が表示されます。複数のプレーヤーに連続した IP
アドレスを設定する場合などに便利です。

VSPA-D7にプレーヤーを登録する
引き続き、プレーヤーの名称と使用するディスプレイの解
像度を、設定した IP アドレスとともにVSPA-D7 に登録し
ます。

1 アドレスの設定を行ったプレーヤーをVSP-NS7 機器設
定ウィンドウで選択し、［基本設定］をクリックする。

選択したプレーヤーに対するVSP-NS7 基本設定ウィン
ドウが表示されます。

2 ［接続チェック］をクリックする。

選択したプレーヤーとの接続が確認され、メッセージ
が表示されます。

3 使用するディスプレイの解像度を解像度ドロップダウ
ンリストボックスで選択し、［OK］をクリックする。

ここでプレーヤーの名称を変更することができます。
変更するには、［OK］をクリックする前に、名称テキ
ストボックスに希望の名称を入力してください。
プレーヤーの IP アドレスはここでは変更しないでくだ
さい。

VSP-NS7 基本設定ウィンドウが閉じ、VSPA-D7 にプ
レーヤーが登録されました。登録されたプレーヤーの
情報は、VSP-NS7 機器設定ウィンドウに黒色の文字で
表示されます。

ご注意

ヒント

ヒント
設置前に行う設定 9
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4 プレーヤーを移動する場合などはプレーヤーの電源ボ
タンを押して電源をオフにし、ネットワークケーブル
を外す。

5 「接続する」 （8ページ）に戻って手順全体を繰り返し、
すべてのプレーヤーへのアドレスとVSPA-D7 への登
録を行う。

2台目以降は、プレーヤーを接続した後、VSP-NS7 機
器設定ウィンドウの［自動検出］をクリックして自動
検出を行ってください。

その後、各プレーヤーを使用する場所に設置して、設
定の続きを行います。

◆ 設置については「設置」 （11 ページ）を、設置後に行う設
定については「設置後に行う設定」 （12 ページ）をお読み
ください。

プレーヤーが自動検出されない場合は
お使いになっているネットワークでUDP2380 ポートを使
用した通信ができない場合は、プレーヤーが自動検出され
ません。そのような場合は、プレーヤーと PCを下記のど
ちらかの方法で接続しなおしてから、「アドレスを設定す
る」 （8 ページ）と「VSPA-D7 にプレーヤーを登録する」 
（9 ページ）の手順を続けて、アドレスの設定と登録を行っ
てください。

• プレーヤーを起動するためには、ディスプレイとプレー
ヤーの 端子をRGBケーブルで接続する必要がありま
す。

• をクリックしてVSP-NS7 機器設定ウィンドウ
を表示させても自動検出を行うメッセージが表示されな
い場合は、VSP-NS7 機器設定ウィンドウの［自動検出］
をクリックしてください。

プレーヤーとPCを直接接続するには

プレーヤーとPCをスイッチングハブを介して接続するに
は

複数台のプレーヤーを連続して接続して設定を行う場合、
ハブによっては、接続したプレーヤーを認識できない場合
があります。このような場合は、ハブの電源をいったん
切ってから、再びオンにしてください。

ご注意 ご注意

プレーヤー

ネットワークケーブル
（クロス）

コンピューター

プレーヤー

ハブ

ネットワーク
ケーブル
（ストレート）

ネットワーク
ケーブル
（ストレート）

コンピューター
設置前に行う設定



設置

プレーヤーへのアドレスの設定とVSPA-D7 への登録が終
了したら、実際の運用を行う場所に各プレーヤーを設置し、
下図の例のように接続を行ってください。

◆ プレーヤーへのゴム製の足の取り付けや、ソニーのプロフェッ
ショナルディスプレイモニターへのプレーヤーの取り付け方法
などについては、プレーヤーの取扱説明書をお読みください。

 

• ディスプレイとプレーヤーの 端子がRGBケーブルで
接続されていないと、プレーヤーを起動することができ
ませんのでご注意ください。

• 上の図はディスプレイを RS-232C 経由で制御する場合の
例ですが、ディスプレイの種類によっては、プレーヤー
からネットワーク経由でディスプレイを制御することも
できます。
その場合はプレーヤーの  1 ポートとディスプレイ
の RS-232C 端子の接続は不要です。代わりにディスプレ
イをネットワークに接続してください。

• ディスプレイを RS-232C 経由で制御する場合は、ディス
プレイは必ず上側の  1 の RS-232C ポートに接続し
てください。
この  1 ポートは、ソニーの業務用ディスプレイ制
御専用です。サポートされていない機器を接続してポー
トにデータが送信されると、誤動作を起こす可能性があ
りますので、ご注意ください。

ネットワーク
（インターネット /イントラネット）

コンピューター
（マネジメントソフトウェア
VSPA-D7が動作している）

デジタルサイネージプレーヤー
VSP-NS7

ディスプレイ

1

スピーカースピーカー

アナログ
RGB端子

RS-232C
端子

ご注意
設置 11



12
設置後に行う設定
プレーヤーを設置した後、プレーヤーに関する詳細情報の
設定を行い、設定をプレーヤーに送信します。

各プレーヤーは、工場出荷時にはグリニッジ標準時の 18 時
に自動的に電源がオフになるように設定されています。設
定作業中に電源がオフになってしまった場合は、再度電源
をオンにして操作を続けてください。

プレーヤーに関する設定を行う
プレーヤーの音量や設置場所のタイムゾーンの設定を確認
し、各プレーヤーに送信します。また、必要に応じてネッ
トワークを介して制御するディスプレイの登録なども行い
ます。

プレーヤーに関する設定の流れ

プレーヤーに関する設定の手順

1 VSP-NS7 機器設定ウィンドウで、表示されているプ
レーヤーのうちの 1台を選択し、オプション設定グ
ループの［詳細設定］をクリックする。

選択したプレーヤーに対する詳細設定ウィンドウが表
示されます。

2 すべてのプレーヤーに同じ設定を行う場合は、詳細設
定の名称欄で「共通設定」が選択されていることを確
認し、詳細設定ウィンドウの各項目を希望通りに設定
して、 をクリックする。
これで「共通設定」という名称で設定値が保存されま
す。
その後で［閉じる］をクリックして詳細設定ウィンド
ウを閉じ、手順 4に進んでください。

◆ 詳細設定ウィンドウの設定項目についてくわしくは、「詳
細設定ウィンドウの項目」 （13 ページ）をご覧ください。

設置場所などによってプレーヤーに異なる設定を行う
場合は、選択されているプレーヤーに対応する詳細設
定名を詳細設定の名称欄で選択し、［機器に適用］をク
リックする。

◆ 設置場所などによってプレーヤーに異なる設定を行う場合
は、あらかじめ設定値に名称をつけて保存しておく必要が
あります。
詳細設定ウィンドウの各項目を設定し、名称をつけて保存
する方法については、「プレーヤーの詳細設定の値を保存
するには」 （14 ページ）をご覧ください。

3 手順 1と 2を繰り返して、すべてのプレーヤーの詳細設
定を行う。

4 ネットワークに接続してネットワーク経由で制御する
ディスプレイをお使いの場合は、各プレーヤーで制御
するディスプレイのアドレスを登録する。

◆ ディスプレイのアドレスを登録する方法についてくわしく
は、「ディスプレイを登録するには」 （15 ページ）をご覧
ください。

プレーヤーから RS-232C を介して制御するディスプレ
イだけをお使いの場合は、この手順は必要ありません。

ご注意

設定値をVSP-NS7に送信する
（16ページ参照）

使用する機器の
台数分繰り返す

各プレーヤーの電源をオンにする
また、VSPA-D7を起動し、

VSP-NS7機器設定ウィンドウを
表示する

詳細設定ウィンドウで
音量やタイムゾーンなどを確認し、
必要な場合は設定を変更する

VSP-NS7からネットワーク経由
でディスプレイを制御する場合は、
制御するディスプレイを登録する
設置後に行う設定



プレーヤーに関する設定が終了したら、「設定データを
プレーヤーに送信する」 （16 ページ）の作業を行いま
す。

詳細設定ウィンドウの項目
詳細設定ウィンドウには、次の項目が表示されます。

ツールバー
詳細設定ウィンドウのツールバーには、次のボタンがあり
ます。

詳細設定の名称
現在ウィンドウに表示されている詳細設定の名称です。ド
ロップダウンリストボックスで他の名称を選択すると、そ
の名称で保存されている設定値が表示されます。
詳細設定を何も保存していない場合は、「共通設定」という
名称だけがここに表示されます。詳細設定の操作を行わな
かったプレーヤーには、「共通設定」の値が設定されます。

システム： 音量
プレーヤーの出力する音量の標準値を設定します。

システム： タイムゾーン
プレーヤーが設置されている場所のタイムゾーンを選択し
ます。通常は設定を変更する必要はありません。

システム： 夏時間
プレーヤーの夏時間での運用を開始するときに、ここに
チェックマークをつけて設定を送信します。また、夏時間
での運用を終了するときには、チェックマークをクリアし
て設定を送信します。
VSP-NS7 機器設定ウィンドウでは、夏時間が設定されてい
るプレーヤーに夏時間のマーク が表示されます。

夏時間の補正は、プレーヤーでは自動的には行われません。
運用の切り換え時に手動で設定を変更し、送信してくださ
い。

◆「プレーヤーに関するその他の設定を変更する」 （17 ページ）も
あわせてお読みください。

時間補正（NTP）を使用する
システム設定ウィンドウで、VSPA-D7 が動作しているPC
の時間にすべてのプレーヤーの時間を合わせるように設定
した場合は、ここでは設定を変更する必要はありません。
システム設定ウィンドウで、 この PCの時間に同期させる
チェックボックスをクリアした場合は、下記のように設定
を行います。
プレーヤーの時間を常に合わせておくには、時間補正
（NTP）を使用するチェックボックスにチェックマークを
つけ、NTPサーバーのアドレステキストボックスに時間の
基準となるコンピューター（NTPサーバー）の IP アドレ
スを入力します。
プレーヤーの時間を合わせておく必要がない場合は、時間
補正（NTP）を使用するチェックボックスをクリアしま
す。

プレーヤーは内部にあるシステム時計を使用してスケ
ジュール再生を行いますが、この内部のシステム時計には、
ふつうの時計と同様、時間のずれが発生します。
時間補正を使用しない設定にする場合は、VSPA-D7 のメン
テナンス画面でプレーヤー一台一台の時間を確認して時刻
合わせを行ってください。

◆ VSPA-D7 のメンテナンス画面については、VSPA-D7 の取扱説
明書をお読みください。

接続に関する設定変更
プレーヤーと通信を行う際に、プレーヤーが接続を許可す
る条件となるパスワードやHTTPのポート番号を変更する
場合は、それぞれのテキストボックスに希望のパスワード
やポート番号を入力します。

• プレーヤーには、工場出荷時にあらかじめパスワードと
HTTPのポート番号の初期値（4980）が設定されていま
す。
いったん設定を変更した後で、パスワードおよびHTTP
（ポート番号）欄を空欄にすると、工場出荷時の設定が適
用されます。

• インターネットなど、外部のネットワークにプレーヤー
を接続する場合は、パスワードを変更することをおすす
めします。

• パスワードやポート番号を変更した場合は、変更後のパ
スワードやポート番号を記録しておいてください。
VSPA-D7 が動作している PCが故障すると変更したパス
ワードやポート番号がわからなくなり、プレーヤーに接
続できなくなる可能性があります。

ボタン 説明

詳細設定の名称欄で選択されている名称の詳細設定を上
書き保存します。

ウィンドウに表示されている設定値に新しく名称をつけ
て保存します。
名称設定ウィンドウが表示されます。

詳細設定の名称欄で選択されている名称の設定値を削除
します。

設定値の名称を変更するためのウィンドウを表示しま
す。

ご注意

ご注意

ご注意
設置後に行う設定 13
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URLでプロキシサーバーを使用する
プレーヤーを使用したコンテンツの再生でWeb ページを素
材のひとつとして表示する場合に、プロキシサーバーを使
用するかどうかを設定します。
プロキシサーバーを使用する場合は、URLでプロキシサー
バーを使用するチェックボックスにチェックマークをつけ、
プロキシサーバーの IP アドレスとポートをそれぞれのテキ
ストボックスに入力してください。
また、プロキシサーバーを経由せずにアクセスしたいサイ
トがある場合は、そのアドレスを指定します。

プロキシサーバーについては、ネットワークの管理者にお
問い合わせください。

コンテンツの自動削除： VSP-NS7内のコンテンツをスケ
ジュール終了30日後に自動で削除する
チェックボックスにチェックマークをつけることによって、
プレーヤーに使用済みの素材などが蓄積されて、容量が足
りなくなるのを防ぐことができます。素材などのコンテン
ツは、スケジュール再生終了日の 30 日後以降にプレーヤー
を起動した際、自動的に削除されるようになります。
チェックマークなしの状態で自動削除を行わないようにし
ている場合は、時おりプレーヤーの内容を個別にチェック
して、手動削除を行う必要があります。

機器に適用ボタン
詳細設定の名称欄で選択されている名称の設定値を、VSP-
NS7 機器設定ウィンドウで選択されているプレーヤーに設
定します。

閉じるボタン
詳細設定ウィンドウを閉じます。

プレーヤーの詳細設定の値を保存するには
詳細設定ウィンドウにある設定値は、名称をつけてVSPA-
D7 に保存しておくことができます。この機能は複数の設定
値を管理する場合に便利です。
保存しておいた設定値は、詳細設定ウィンドウの詳細設定
の名称欄で選択し、［機器に適用］をクリックすることで、
各プレーヤーに設定することができます。この操作をしな
いでおいたプレーヤーには「共通設定」という名称で保存
されている値が設定されます。

詳細設定の値は、次の手順で保存できます。

1 VSP-NS7 機器設定ウィンドウで、表示されているプ
レーヤーのうちの 1台を選択し、オプション設定グ
ループの［詳細設定］をクリックする。

選択したプレーヤーに対する詳細設定ウィンドウが表
示されます。

2 詳細設定ウィンドウの各項目を希望通りに設定する。

◆ 詳細設定ウィンドウの設定項目についてくわしくは、「詳
細設定ウィンドウの項目」 （13 ページ）をご覧ください。

3 詳細設定ウィンドウのツールバーで をクリックす
る。

名称設定ウィンドウが表示されます。

4 名称テキストボックスに、現在の表示されている設定
値に対応する名称を入力し、［OK］をクリックする。

これで入力した名称で設定値が保存されます。詳細設
定の名称ドロップダウンリストボックスには、入力し
た名称が自動的に表示されます。

5 新しく保存した設定値を手順1で選択したプレーヤーに
設定する場合は、［機器に適用］をクリックする。

6 ［閉じる］をクリックして詳細設定ウィンドウを閉じ
る。

保存されている詳細設定を変更するには
詳細設定の名称ドロップダウンリストボックスで変更した
い設定の名称を選択すると、ウィンドウに設定値が呼び出
されます。希望どうりに各項目を変更してから、ツール
バーの をクリックしてください。

保存されている詳細設定を削除するには
詳細設定の名称ドロップダウンリストボックスで削除した
い設定の名称を選択して、ウィンドウに設定値を呼び出し
ます。それからツールバーの をクリックします。
メッセージが表示された後、選択した名称の設定が削除さ
れ、詳細設定ウィンドウには共通設定が表示されます。

ご注意
設置後に行う設定



保存されている詳細設定の名称を変更するには
詳細設定の名称ドロップダウンリストボックスで変更した
い設定の名称を選択して、ウィンドウに設定値を呼び出し
ます。それからツールバーの をクリックします。表示
される名称設定ウィンドウで名称を変更し、［OK］をク
リックしてください。

ディスプレイを登録するには
各プレーヤーは RS-232C を介して 1台、およびネットワー
クを介して 4台までのディスプレイを制御することができ
ます。ネットワークを介して制御するディスプレイをお使
いの場合は、制御を行うプレーヤーにディスプレイを登録
しておく必要があります。

1 VSP-NS7 機器設定ウィンドウで、希望のプレーヤーを
選択し、オプション設定グループの［ディスプレイ登
録］をクリックする。

ネットワークで制御するディスプレイの登録ウィンド
ウが表示されます。

2 ［追加］をクリックする。

ディスプレイ設定ウィンドウが表示されます。

3 選択しているプレーヤーからネットワークを介して制
御するディスプレイの名称と指定されている IP アドレ
スをそれぞれのテキストボックスに入力し、［接続
チェック］をクリックする。

ディスプレイとの接続チェックが行われ、メッセージ
が表示されます。

4 ［OK］をクリックする。

ディスプレイ設定ウィンドウが閉じ、ネットワークで
制御するディスプレイの登録ウィンドウに、登録した
ディスプレイが表示されます。

5 同じプレーヤーでネットワークを介して制御するディ
スプレイが他にある場合は、手順 2から 4を繰り返し
て登録する。
このプレーヤーに登録するディスプレイが他にない場
合は、［閉じる］をクリックしてネットワークで制御す
るディスプレイの登録ウィンドウを閉じる。

6 手順 1から 5を繰り返して、ネットワークを介して制御
するすべてのディスプレイを、それぞれ対応するプ
レーヤーに登録する。

ネットワークで制御するディスプレイの登録ウィンド
ウで全てのディスプレイを表示チェックボックスに
チェックマークをつけると、次のようにすでにいずれ
かのプレーヤーに登録されているディスプレイがすべ
て表示されます。（現在選択されているプレーヤーに登
録されているディスプレイは黒字で、それ以外のプ
レーヤーに登録されているディスプレイはグレーの文
字で表示されます）

このリストで、ディスプレイの登録が全部終了してい
るかどうかを確認することができます。

また、このウィンドウに黒字で表示されているディス
プレイを選択し、ディスプレイの名称や IP アドレスを
変更したり、登録を削除したりすることができます。

ヒント
設置後に行う設定 15
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名称や IP アドレスを変更する場合は、希望のディスプ
レイを選択して［変更］をクリックします。
登録を削除する場合は、ディスプレイを選択して［削
除］をクリックします。

ディスプレイとの接続に失敗した場合は
手順 3で接続チェックをしたときにディスプレイとの接続
に失敗した場合は、メッセージとともにディスプレイ設定
ウィンドウにポート番号テキストボックスが表示されます。

プレーヤーは、このテキストボックスに表示されている番
号のポートを使用して、ディスプレイと通信を行います。
別のポート番号を使用して通信を行うようにディスプレイ
側に設定してある場合は、そのポート番号をテキストボッ
クスに入力し、もう一度接続チェックを行ってください。
それ以外の場合は、IP アドレスを確認してください。

設定データをプレーヤーに送信する
プレーヤーに関する設定が完了したら、設定値を各プレー
ヤーに送信します。

1 VSP-NS7 機器設定ウィンドウで送信状態欄が「未送信」
になっているプレーヤーを選択し、［設定の送信］をク
リックする。

複数のプレーヤーを選択するには、Ctrl キーを押しな
がら希望のプレーヤーをクリックします。
ある範囲のプレーヤーをすべて選択するには、Shift
キーを押しながら、範囲の先頭と最後のプレーヤーを
順番にクリックします。

システム設定ウィンドウのVSP-NS7 運用時間、VSP-
NS7 時間合わせ、基本設定ウィンドウのプレーヤーの
名称と解像度、詳細設定ウィンドウのすべての項目の
設定値が、プレーヤーに送信されます。
送信が終了するとメッセージが表示され、送信のス
テータスがリストに表示されます。
データを受信した各プレーヤーでは自動的に再起動が
行われます。

2 設定データのプレーヤーへの送信作業が終わったら、
VSP-NS7 機器設定ウィンドウの［閉じる］をクリック
する。

VSP-NS7 機器設定ウィンドウが閉じます。
設置後に行う設定



運用開始後の設定変更
運用を開始した後でプレーヤーを増設する、または一部の
プレーヤーをシステムの管理下から削除するなど、設定を
変更するには、次の手順で行います。

プレーヤーを追加する

1 「プレーヤーへのアドレス設定とVSPA-D7 への登録を
行う」 （8ページ）を参照して、追加するプレーヤーす
べてにアドレスを設定し、VSPA-D7 への登録を行う。

2 「設置」 （11 ページ）を参照して、アドレスを設定した
プレーヤーを設置する。

3 「プレーヤーに関する設定を行う」 （12 ページ）を参照
して、必要に応じて追加するプレーヤーの詳細設定や
ネットワークを介して制御するディスプレイの登録を
行う。

4 「設定データをプレーヤーに送信する」 （16 ページ）を
参照して、追加するプレーヤーに設定値を送信する。

5  ボタンをクリックする。

グループ設定ウィンドウが表示されます。

6 追加するプレーヤーをいずれかのグループに登録する。
または、新しくグループを作成してそこに登録する。

◆ グループに関する操作については、VSPA-D7 の取扱説明
書をお読みください。

プレーヤーを削除する

1 VSPA-D7 の  ボタンをクリックして、設定に
関連するボタンを表示させ、  ボタンをク
リックする。

VSP-NS7 機器設定ウィンドウが表示されます。

2 削除するプレーヤーを選択し、手動設定グループの
［削除］をクリックして削除する。

プレーヤーのアドレスを変更する
◆ ネットワーク設定ウィンドウの詳細については、「プレーヤーへ
のアドレス設定と VSPA-D7 への登録を行う」 （8 ページ）もあ
わせてお読みください。

1 VSPA-D7 の  ボタンをクリックして、設定に
関連するボタンを表示させ、  ボタンをク
リックする。

VSP-NS7 機器設定ウィンドウが表示されます。

2 アドレスを変更するプレーヤーを選択し、［ネットワー
ク設定］をクリックする。

選択したプレーヤーに対するネットワーク設定ウィン
ドウが表示されます。

3 「次のアドレスを使う」の下にある IP アドレステキスト
ボックスに、希望の IPアドレスとサブネットマスクを
入力する。

4 必要に応じてデフォルトゲートウェイ、優先DNSサー
バーおよび代替DNS サーバーテキストボックスの設定
を変更し、［OK］をクリックする。

指定したアドレスが選択したプレーヤーに設定され、
VSP-NS7 機器設定ウィンドウに設定した IP アドレス
が表示されます。

プレーヤーに関するその他の設定を変
更する
下記の設定を変更した場合は、変更後の設定値をプレー
ヤーに送信する必要があります。
• システム設定ウィンドウで設定するVSP-NS7 運用時間と
VSP-NS7 時間合わせ

• VSP-NS7 機器設定の基本設定ウィンドウで設定するプ
レーヤーの名称と解像度

• VSP-NS7 機器設定の詳細設定ウィンドウで設定するすべ
ての項目

• VSP-NS7 機器設定のネットワークで制御するディスプレ
イの登録ウィンドウで登録するディスプレイの情報

1 VSPA-D7 の  ボタンをクリックして、設定に
関連するボタンを表示させる。

2 変更する設定項目に応じたボタンをクリックして、設
定ウィンドウを表示させる。
運用開始後の設定変更 17
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3 希望の項目を変更する。

4 設定値をプレーヤーに送信する。

◆ 設定値の送信についてくわしくは「設定データをプレー
ヤーに送信する」 （16 ページ）をご覧ください。

データのバックアップ
システムで使用する素材やスケジュール、設定データは、
別の場所にバックアップとして保存しておくことができま
す。ハードディスクの故障や PCの置き換えなどに備えて、
定期的にバックアップすることをおすすめします。

素材やスケジュール、設定データを
バックアップする
VSPA-D7 は、システム設定ウィンドウで設定するデータ
ベース管理フォルダのVspaData フォルダに、すべての
データを保存しています。
次の手順でフォルダを確認し、データをコピーしてくださ
い。

1 VSPA-D7の  ボタンをクリックして設定に関
連するボタンを表示させる。

2  ボタンをクリックする。

システム設定ウィンドウが表示されます。

3 VSPA-D7 データベース管理フォルダ欄のフォルダを確
認する。

4 指定されているフォルダにあるVspaData フォルダを
バックアップ用のメディアにコピーする。
たとえばフォルダ欄に「C:￥Documents and Settings￥
All Users￥Documents」と表示されている場合は、
C:￥Documents and Settings￥All Users￥Documents
フォルダにあるVspaData フォルダを、Windows のエ
クスプローラなどで別のハードディスクやネットワー
クドライブにコピーします。
データのバックアップ



バックアップされていたデータを使用
する
VSPA-D7 が動作している PCを別の PCに置き換えたり、
ハードディスクを交換した場合などは、バックアップして
あった素材やスケジュール、設定データをコピーして運用
を続けることができます。

作成したデータや設定をPC内のハードディスクに保存し
て運用する場合は
バックアップしておいたVspaData フォルダを、VSPA-D7
データベース管理フォルダに指定されているフォルダにコ
ピーしてください。
たとえば、システム設定ウィンドウのデータベース管理
フォルダが C:￥Documents and Settings￥All Users￥
Documents となっている場合は、Windows のエクスプ
ローラなどで、その C:￥Documents and Settings￥All 
Users￥Documents フォルダにVspaData フォルダをコ
ピーします。その後、VSPA-D7 を起動すれば、以前と同様
に操作が行えます。

バックアップしておいたVspaData フォルダを希望の場所
にコピーし、下記の「作成したデータや設定をサーバーな
どに保存して運用している場合は」の手順でVspaData
フォルダをコピーした場所をVSPA-D7 データベース管理
フォルダ」に指定することもできます。

作成したデータや設定をサーバーなどに保存して運用して
いる場合は
素材やスケジュール、設定データをサーバーなどネット
ワーク上のドライブに保存して運用を行う場合は、次の手
順でバックアップしておいたデータを使用します。

1 VSPA-D7 を起動する。

2 システム設定ウィンドウが表示されない場合は 
 ボタンをクリックして設定に関連するボタ

ンを表示させ、  ボタンをクリックする。

システム設定ウィンドウが表示されます。

3 「VSPA-D7 データベース管理フォルダ」の［変更］を
クリックし、VspaData フォルダがある場所をデータ
ベース管理フォルダに指定する。

システム設定ウィンドウの各項目の設定が以前の設定
と同じになります。

4 システム設定ウィンドウの［OK］をクリックする。

システム設定ウィンドウが閉じます。
これで以前と同様に操作が行えます。

ヒント
データのバックアップ 19
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プレーヤーの設定の反映
この章では、VSPA-D7 に登録されているプレーヤーの設定
値と、実際にプレーヤーに設定されている値が合致しなく
なってしまった場合に、VSPA-D7 に登録されている設定値
を変更する方法について説明します。
プレーヤーに関する設定を行ったVSPA-D7 が使用できな
くなり、VSPA-D7 をインストールした別の PCを使用する
場合を除き、通常は、ここに書かれている操作は必要あり
ません。

プレーヤーのアドレスをVSPA-D7
に登録する
通常はVSPA-D7 を使用してプレーヤーに IP アドレスを設
定するため同時にVSPA-D7 にプレーヤーが登録されます
が、各プレーヤーにはすでに IP アドレスが設定されている
のにVSPA-D7 側にはそのデータがなく、通信ができない
ような場合に、下記の手順でプレーヤーとその IP アドレス
を手動で登録することができます。

1 各プレーヤーの接続を確認し、電源を入れる。
また、VSPA-D7 の  ボタンをクリックして、
設定に関連するボタンを表示させ、  ボタン
をクリックする。

VSP-NS7 機器設定ウィンドウが表示されます。

2 手動設定グループの［登録］をクリックする。

VSP-NS7 基本設定ウィンドウが表示されます。

3 登録するプレーヤーの名称と IP アドレスをそれぞれの
テキストボックスに入力し、［接続チェック］をクリッ
クする。

プレーヤーとの接続チェックが行われ、メッセージが
表示されます。

4 解像度ドロップダウンリストボックスでプレーヤーで
使用する画面の解像度を選択し、［OK］をクリックす
る。

VSP-NS7 基本設定設定ウィンドウが閉じ、VSP-NS7 機
器設定ウィンドウに、登録したプレーヤーが表示され
ます。

5 手順2から4を繰り返してプレーヤーをすべて登録する。

6 システム設定ウィンドウの設定値を確認し、必要な場
合はVSP-NS7 運用時間とVSP-NS7 時間合わせの設定
を変更する。

7 「プレーヤーに関する設定を行う」 （12 ページ）を参照
してプレーヤーに関する設定を確認し、必要な場合は
設定を変更する。

8 「設定データをプレーヤーに送信する」 （16 ページ）を
参照して設定データをプレーヤーに送信する。

プレーヤーに指定されているパスワー
ドとHTTPポート番号をVSPA-D7
に設定する
通常はVSPA-D7 を使用して、プレーヤーが通信を行う際
に使用するパスワードとHTTPポート番号を設定するた
め、VSPA-D7 とプレーヤーの通信には問題がありません
が、VSPA-D7 で管理している設定データと実際にプレー
ヤーに設定されているデータが合致しなくなってしまった
場合に、プレーヤーに設定されているデータをVSPA-D7
に設定し直すことができます。

この操作は、プレーヤーに設定されているパスワードと使
用するHTTPポート番号のデータを取得するものではあり
ません。また、パスワードや使用するHTTPポート番号を
プレーヤーに設定するものでもありませんので、ご注意く
ださい。

1 VSPA-D7 の  ボタンをクリックして、設定に
関連するボタンを表示させ、  ボタンをク
リックする。

VSP-NS7 機器設定ウィンドウが表示されます。

2 希望のプレーヤーを右クリックし、表示されるメ
ニューの［接続に関する設定］を選択する。

接続に関する設定ウィンドウが表示されます。

ご注意
プレーヤーの設定の反映



3 選択したプレーヤーで通信に使用されるパスワードと
HTTPポート番号を、それぞれのテキストボックスに
入力し、［OK］をクリックする。
または、［工場出荷設定にする］をクリックする。

どちらの場合も、接続に関する設定ウィンドウが閉じ
ます。
パスワードとHTTPポート番号を入力した場合は、選
択したプレーヤーとの通信に使用するよう、入力され
たパスワードとHTTPポート番号がVSPA-D7 内に保
存されます。
［工場出荷設定にする］をクリックした場合は、工場出
荷時にプレーヤーに設定されているパスワードと
HTTPポート番号がVSPA-D7 内に保存されます。

4 手順 2と 3を繰り返して、各プレーヤーに指定されてい
るパスワードと使用するHTTPポート番号をVSPA-
D7 に設定する。
プレーヤーの設定の反映 21
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